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 （代表質問の大要を紹介します） 

 

国政の転換を 

 

１、 新京都戦略、来年度予算の３つの問題点を質す 

（１）暮らしに追い打ちをかける予算案の転換を 



 

【答弁→松井市長】

（２）大型公共事業推進や海外・首都圏企業誘致促進、市外から稼ぐ力を 

呼び込む政策の転換を 



【答弁→財政担当局長】



【答弁→都市計画局長】

（３）公共の再構築のため、職員体制の強化を 

【答弁→監察監】

２、北陸新幹線延伸計画の中止を 

（１）北陸新幹線延伸よりも、老朽化した既存インフラの整備こそ 



【答弁→財政担当局長】

（２）懸念が一層深まる北陸新幹線延伸計画は、きっぱり中止を 

【答弁→松井市長】



３、宿泊税について 

【答弁→副市長】

４、住居専用地域での民泊営業の規制強化を 



【答弁→保健福祉局長】

５、魅力アル市営住宅、住み続けられる地域づくりを 



【答弁→都市計画局長】

６、不登校児童・生徒への支援、深刻な教員不足の解消を 

（１）不登校児童・生徒が安心して通える居場所づくりを 

【答弁→教育長】

（２）深刻な教員不足の解消を 



 

【答弁→教育長】


